
主な内容
可決された案件 …………2面
議会日誌 …………………2面
一般質問 ……………3～6面
委員会の審査 ……………7面
行政視察報告 ……………8面
特別委員会活動 …………8面

支
援援援
を
援
を
援
を
援
を

求

策策

めめ
求求ににに

関関
に
関
に
関

「
地
方
消
費
者
行
政
に
対
す
る
国
の
実
効
的
支
援
を

求
め
る
意
見
書
」「
サ
イ
バ
ー
攻
撃
、情
報
保
全
対
策

に
関
す
る
意
見
書
」を
可
決
し
ま
し
た

「
地
方
消
費
者
行
政
に
対
す
る
国
の
実
効
的
支
援
を

求
め
る
意
見
書
」「
サ
イ
バ
ー
攻
撃
、情
報
保
全
対
策

に
関
す
る
意
見
書
」を
可
決
し
ま
し
た

「
地
方
消
費
者
行
政
に
対
す
る
国
の
実
効
的
支
援
を

求
め
る
意
見
書
」「
サ
イ
バ
ー
攻
撃
、情
報
保
全
対
策

に
関
す
る
意
見
書
」を
可
決
し
ま
し
た

本
会
議
の
経
過

本
会
議
の
経
過

委
員
会
提
出
議
案
第
４
号

地
方
消
費
者
行
政
に
対
す
る
国
の

実
効
的
支
援
を
求
め
る
意
見
書（
要
約
）

委
員
会
提
出
議
案
第
５
号

サ
イ
バ
ー
攻
撃
、情
報
保
全
対
策
に
関

す
る
意
見
書（
要
約
）

 
平
成
23
年
第
4
回
定
例
会

は
、
11
月
29
日
か
ら
12
月

16
日
ま
で
会
期
18
日
間
で

開
催
さ
れ
、
19
人
の
議
員

に
よ
る
一
般
質
問
が
行
わ

れ
、
条
例
の
一
部
改
正
な

ど
市
長
提
出
議
案
8
件
、

委
員
会
提
出
議
案
2
件
、

陳
情
3
件
な
ど
が
審
議
さ

れ
ま
し
た
。

▼
1
日
目
（
29
日
）
は
、
一

般
質
問
の
通
告
人
数
や
通
告

時
間
、
議
案
を
付
託
す
る
委

員
会
の
開
催
日
等
を
考
慮
し

て
、
定
例
会
の
会
期
を
18
日

間
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

職
員
の
給
与
の
減
額
分
を

期
末
手
当
で
調
整
す
る
た
め
、

そ
の
基
準
日
が
12
月
1
日
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
福
生
市
の

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
議
案

1
件
が
可
決
さ
れ
た
後
、
5

人
の
議
員
が
、
平
成
24
年
度

の
予
算
編
成
に
つ
い
て
、
商

業
振
興
策
に
つ
い
て
、
地
域

雇
用
対
策
と
就
労
支
援
に
つ

い
て
、
学
校
教
育
に
つ
い
て
、

人
口
誘
導
の
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
な
ど
の
一
般
質
問
を

行
い
ま
し
た
。

▼
2
日
目
（
30
日
）
は
、
7

人
の
議
員
が
、
シ
テ
ィ
セ
ー

ル
ス
に
つ
い
て
、
歴
史
・
公

民
の
福
生
市
公
立
中
学
校
教

科
用
図
書
の
選
定
、
採
択
に

つ
い
て
、
選
ば
れ
続
け
る
ま

ち
に
つ
い
て
、
苦
情
対
応
に

つ
い
て
、
新
年
度
市
予
算
編

成
等
に
つ
い
て
、
保
育
行
政

に
つ
い
て
、
防
災
対
策
に
つ

い
て
な
ど
の
一
般
質
問
を
行

い
ま
し
た
。

▼
3
日
目
（
1
日
）
は
、
5

人
の
議
員
が
、
東
日
本
大
震

災
時
の
原
発
事
故
後
の
放
射

能
情
報
に
つ
い
て
、
交
通
安

全
に
つ
い
て
、
放
射
線
対
策

に
つ
い
て
、
女
性
の
視
点
か

ら
の
防
災
に
つ
い
て
、
都
市

基
盤
整
備
に
つ
い
て
な
ど
の

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

▼
4
日
目
（
2
日
）
は
、
2

人
の
議
員
が
、
米
軍
横
田
基

地
に
つ
い
て
、
各
種
予
防
ワ

ク
チ
ン
任
意
接
種
費
用
の
助

成
に
つ
い
て
な
ど
の
一
般
質

問
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
各
議
案
が
所
管

の
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
新

た
に
提
出
さ
れ
た
陳
情
書
3

件
は
、
建
設
環
境
委
員
会
及

び
市
民
厚
生
委
員
会
に
付
託

さ
れ
、
審
査
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

▼
5
日
目
（
16
日
）
は
、
最

終
日
で
、
委
員
会
へ
付
託
さ

れ
た
議
案
6
件
を
可
決
し
、

新
た
に
市
長
か
ら
提
出
さ
れ

た
「
人
権
擁
護
委
員
候
補
者

の
推
薦
に
関
す
る
意
見
聴

取
に
つ
い
て
」
は
諮
問
ど
お

り
答
申
す
る
こ
と
を
決
定
し
、

委
員
会
提
出
議
案
の
「
地
方

消
費
者
行
政
に
対
す
る
国
の

実
効
的
支
援
を
求
め
る
意
見

書
」
及
び
「
サ
イ
バ
ー
攻
撃
、

情
報
保
全
対
策
に
関
す
る
意

見
書
」
に
つ
い
て
は
可
決
と

な
り
ま
し
た
。

　

新
た
に
提
出
さ
れ
た
陳
情

書
の
う
ち
の
1
件
と
継
続
と

な
っ
て
い
た
陳
情
書
2
件
が
、

委
員
会
で
結
論
が
出
さ
れ
、

本
会
議
に
お
い
て
、
1
件
は

採
択
、
2
件
が
不
採
択
と
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
た
に
提
出
さ
れ

た
陳
情
書
2
件
と
継
続
と
な

っ
て
い
た
陳
情
書
1
件
に
つ

い
て
は
、
更
に
継
続
と
な
り
、

今
定
例
会
の
全
議
事
を
終
了

し
ま
し
た
。

平成23年平成23年
第4回定例会回定例会
平成23年平成23年
第4回定例会回定例会第4回定例会
平成23年

▲市民に開かれた分かりやすい議会を目指します

　

現
在
、
国
に
よ
る
地
方
消
費
者
行
政
の
充

実
策
が
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
他
方
で
地
域

主
権
改
革
の
議
論
が
進
む
中
で
、
地
方
消
費

者
行
政
に
対
す
る
国
の
役
割
・
責
任
が
不
明

確
と
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

国
は
地
方
消
費
者
行
政
充
実
の
た
め
に
、

継
続
的
か
つ
実
効
的
な
財
政
支
援
を
行
う
べ

き
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
福
生
市
議
会
は
、
国
会
及
び
政

府
に
対
し
、
地
方
消
費
者
行
政
の
支
援
に
つ

い
て
次
の
事
項
を
要
請
す
る
。

１　

国
は
、
地
方
自
治
体
の
消
費
者
行
政
の
充

実
に
確
実
に
つ
な
が
る
よ
う
、
地
方
消
費
者

行
政
活
性
化
基
金
等
の
延
長
も
視
野
に
入
れ

つ
つ
、
一
定
の
幅
を
持
た
せ
な
が
ら
も
、
使

途
を
消
費
者
行
政
と
明
示
し
た
継
続
的
か
つ

実
効
的
な
財
政
支
援
を
行
う
こ
と
。

２　

す
べ
て
の
地
方
自
治
体
が
、
身
近
で
専

門
性
の
高
い
消
費
生
活
相
談
窓
口
を
消
費

者
に
提
供
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
国
は
、

あ
る
べ
き
相
談
窓
口
の
姿
に
つ
い
て
一
定

の
目
安
を
提
示
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を

単
独
で
実
現
す
る
こ
と
が
困
難
な
小
規
模

自
治
体
も
多
数
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
都

道
府
県
と
市
町
村
と
が
広
域
的
に
連
携
し

て
相
談
窓
口
を
設
置
す
る
方
策
な
ど
、
地

方
自
治
体
に
と
っ
て
利
用
し
や
す
い
制
度

枠
組
み
を
提
示
す
る
こ
と
。

３　

消
費
者
が
安
心
し
て
相
談
で
き
る
消
費
生

活
相
談
窓
口
の
充
実
・
強
化
を
図
る
た
め
、

相
談
を
担
う
専
門
家
で
あ
る
消
費
生
活
相

談
員
を
含
め
、
常
勤
は
も
ち
ろ
ん
非
常
勤

の
立
場
で
あ
っ
て
も
、
専
門
性
に
見
合
っ

た
待
遇
の
も
と
で
安
定
し
て
勤
務
で
き
る

専
門
職
任
用
制
度
の
整
備
を
行
う
こ
と
。

【
提
出
先　

内
閣
総
理
大
臣
、
内
閣
府
特
命

担
当
大
臣
（
消
費
者
及
び
食
品
安
全
）
、
財

務
大
臣
、
総
務
大
臣
、
衆
議
院
議
長
、
参
議

院
議
長
】

　

衆
議
院
や
参
議
院
、
政
府
機
関
を
狙
っ

た
サ
イ
バ
ー
攻
撃
が
明
ら
か
に
な
り
、
サ

イ
バ
ー
攻
撃
に
対
す
る
国
民
の
不
安
は
こ

れ
ま
で
以
上
に
高
ま
っ
て
い
る
。

　

11
月
14
日
に
は
、
衆
議
院
に
対
す
る
サ

イ
バ
ー
攻
撃
に
よ
り
衆
議
院
と
秘
書
全
員

分
を
含
む
I
D
・
パ
ス
ワ
ー
ド
2
6
7
6

件
が
盗
ま
れ
た
と
報
道
が
あ
り
、
攻
撃
者

I
D
か
ら
、
海
外
か
ら
の
攻
撃
が
判
明
し

て
い
る
。

　

我
が
国
の
重
要
な
情
報
が
サ
イ
バ
ー
攻

撃
で
海
外
に
流
出
す
る
こ
と
は
、
国
益
に

大
き
な
マ
イ
ナ
ス
影
響
で
あ
り
、
政
府
は

全
力
で
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
対
す
る
情
報
保

全
対
策
を
構
築
す
る
こ
と
は
、
喫
緊
の
責

務
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
政
府
及
び
国
会
に
お
か
れ
て

は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
積
極
的
に
実
現

を
図
り
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
対
す
る
国
民

の
安
心
・
安
全
を
守
る
よ
う
強
く
求
め
る
。

１　

国
家
と
し
て
の
安
全
保
障
の
観
点
か

ら
、
情
報
保
全
の
基
本
戦
略
を
早
急
に

構
築
す
る
こ
と
。

２　

防
衛
省
は
、
我
が
国
の
防
衛
調
達
に

関
す
る
情
報
管
理
、
保
秘
体
制
を
一
層

強
化
す
る
こ
と
。

３　

政
府
は
重
要
な
社
会
基
盤
に
対
す
る

サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
可
能
性
を
評
価
・
検

証
し
、
地
方
自
治
体
に
対
す
る
サ
イ

バ
ー
攻
撃
対
策
に
つ
い
て
も
、
早
急
に

戦
略
を
構
築
す
る
こ
と
。

４　

民
間
の
優
れ
た
人
材
の
技
術
を
活
用

し
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
情
報
保
全
対

策
を
構
築
す
る
こ
と
。

【
提
出
先　

内
閣
総
理
大
臣
、
内
閣
官
房

長
官
、
国
家
公
安
委
員
長
、
総
務
大
臣
、

経
済
産
業
大
臣
、
防
衛
大
臣
、
衆
議
院
議

長
、
参
議
院
議
長
】
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◎全員賛成

可決された案件
（要旨）

可決された案件
（要旨）

　

今
定
例
会
の
各
委

員
会
で
審
査
さ
れ
、

採
択
及
び
不
採
択
と

な
っ
た
陳
情
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　

◆
採
択

○
地
方
消
費
者
行
政

を
充
実
さ
せ
る
た
め
、

地
方
消
費
者
行
政
に

対
す
る
国
に
よ
る
実

効
的
支
援
を
求
め
る

意
見
書
を
政
府
等
に

提
出
す
る
こ
と
を
求

め
る
陳
情
書(

第
23
―

2
号)

　

◆
不
採
択

○
米
軍
普
天
間
飛
行

場
移
設
に
関
す
る
日

米
共
同
発
表
の
見
直

し
を
求
め
る
意
見
書

を
日
本
政
府
に
提
出

す
る
こ
と
を
求
め
る

陳
情
書(

第
23
―
1

号)（
不
採
択
理
由
）

　

我
が
国
の
安
全
保

障
は
、
国
の
外
交
と

防
衛
の
基
本
で
あ
り
、

一
地
方
議
会
と
し
て

意
見
書
を
提
出
す
る

こ
と
は
、
意
に
添
い

が
た
い
。

○
西
多
摩
衛
生
組
合

議
会
へ
の
陳
情
書
の

適
正
な
審
査
と
フ

レ
ッ
シ
ュ
ラ
ン
ド
の

安
全
性
確
認
を
求
め

る
陳
情
書(

第
23
―
7

号)（
不
採
択
理
由
）

　

陳
情
書
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
は
、
当

該
議
会
の
判
断
に
委

ね
ら
れ
て
お
り
、
意

に
添
い
が
た
い
。

陳
情
第
23
―
１
号

　

米
軍
普
天
間
飛
行
場
に
関
す
る

日
米
共
同
発
表
の
見
直
し
を
求
め
る

意
見
書
を
日
本
政
府
に
提
出
す
る
こ

と
を
求
め
る
陳
情
書
に
つ
い
て

■
賛
成

　

普
天
間
飛
行
場
の
歴
史
的
経
過

と
世
界
で
一
番
危
険
な
現
状
を
考

え
れ
ば
、
県
外
、
国
外
移
設
を
沖

縄
県
議
会
が
全
会
派
一
致
で
求
め

て
い
る
の
は
十
分
理
解
で
き
る
。

し
か
し
、
本
陳
情
は
、
民
主
党
政

権
が
県
民
の
頭
越
し
に
県
内
移
設

を
一
方
的
に
決
め
た
日
米
共
同
発

表
の
見
直
し
を
求
め
る
控
え
め
な

内
容
で
あ
る
。
同
じ
く
米
軍
基
地

を
抱
え
る
当
市
議
会
が
、
こ
う
い

う
控
え
目
な
陳
情
さ
え
不
採
択
に

し
た
ら
、
沖
縄
県
民
は
ど
う
思
う

か
。
基
地
を
抱
え
る
自
治
体
と
し

て
連
帯
し
て
い
く
こ
と
こ
そ
大
切

と
考
え
採
択
と
す
る
よ
う
申
し
上

げ
、
賛
成
討
論
と
し
た
い
。

「
議
会
日
誌
」

◎
福
生
市
の
一
般
職
の
職
員

の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

東
京
都
に
準
じ
て
、
職

員
給
与
を
平
成
23
年
12
月

1
日
よ
り
平
均
0
・
23
％

引
き
下
げ
る
給
与
改
定
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
平

成
23
年
４
月
か
ら
こ
の
改

定
の
実
施
の
日
の
前
日
ま

で
の
公
民
較
差
相
当
分
を

解
消
す
る
た
め
、
所
要
の

調
整
を
併
せ
て
実
施
し
よ

う
と
す
る
も
の
。

◎
福
生
市
都
市
計
画
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

都
市
計
画
税
の
税
率
等

の
特
例
に
係
る
期
間
の
改

正
を
す
る
も
の
で
、
地
方

税
法
に
定
め
ら
れ
た
都
市

計
画
税
の
制
限
税
率
０
・

３
％
を
、
平
成
21
年
度
か

ら
23
年
度
に
限
り
特
例
と

し
て
０
・
24
％
と
定
め
て

い
る
が
、
平
成
24
年
度
か

ら
平
成
26
年
度
に
つ
い
て

も
期
間
中
の
都
市
計
画
事

業
等
の
見
込
み
か
ら
引
き

続
き
０
・
24
％
と
す
る
も

の
で
、
特
例
の
期
間
を

「
平
成
21
年
度
か
ら
平
成

23
年
度
ま
で
」
を
「
平
成

24
年
度
か
ら
平
成
26
年
度

ま
で
」
と
改
め
る
も
の
。

◎
福
生
市
災
害
弔
慰
金
の
支

給
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

先
の
東
日
本
大
震
災
の

被
害
の
甚
大
さ
等
に
か
ん

が
み
、
弔
慰
金
支
給
対
象

遺
族
の
範
囲
拡
大
を
行
っ

た
国
の
災
害
弔
慰
金
の
支

給
等
に
関
す
る
法
律
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
市
条
例

の
規
定
の
整
備
を
行
う
必

要
が
あ
る
た
め
改
正
す
る

も
の
で
、
災
害
弔
慰
金
を

支
給
す
る
遺
族
に
新
た
に

「
兄
弟
、
姉
妹
」
を
追
加

す
る
も
の
。

◎
平
成
23
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
3

号
）

　

歳
入
で
は
、
ご
み
指
定

収
集
袋
販
売
枚
数
の
増
加
、

訓
練
等
給
付
費
負
担
金
の

増
額
、
子
ど
も
手
当
負
担

金
の
減
額
、
生
活
保
護
費

負
担
金
の
増
額
、
緊
急
雇

用
創
出
事
業
臨
時
特
例
補

助
金
の
減
額
、
地
域
子
育

て
創
生
事
業
補
助
金
の
増

額
、
地
球
温
暖
化
対
策
等

推
進
区
市
町
村
補
助
金
の

増
額
な
ど
で
、
歳
出
で
は
、

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

繰
出
金
の
増
額
、
民
間
保

育
所
等
振
興
費
の
増
額
、

子
ど
も
手
当
支
給
事
業
費

の
減
額
、
義
務
教
育
就
学

児
医
療
費
助
成
事
業
費
の

増
額
、
生
活
保
護
費
の
増

額
、
福
生
病
院
組
合
費
の

増
額
、
次
世
代
モ
ビ
リ

テ
ィ
活
用
モ
デ
ル
事
業
費

の
増
額
な
ど
で
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
８
１
７
０
万

８
千
円
を
追
加
し
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
を
２
１

９
億
３
２
９
２
万
９
千
円

と
す
る
も
の
。

◎
平
成
23
年
度
福
生
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
2
号
）

　

歳
入
で
は
、
療
養
給
付

費
等
の
増
額
に
伴
う
国
庫

支
出
金
や
療
養
給
付
費
等

交
付
金
の
増
額
と
一
般
会

計
繰
入
金
の
増
額
、
歳
出

で
は
、
保
険
給
付
費
の
増

額
、
療
養
給
付
費
等
負
担

金
の
前
年
度
精
算
に
伴
う

国
庫
支
出
金
等
精
算
返
還

金
の
増
額
、
出
産
育
児
一

時
金
の
精
算
に
伴
う
一
般

会
計
繰
出
金
の
増
額
な
ど

に
よ
り
歳
入
歳
出
予
算
に

そ
れ
ぞ
れ
３
億
１
１
３
９

万
１
千
円
を
追
加
し
、
歳

入
歳
出
予
算
総
額
を
そ
れ

ぞ
れ
69
億
３
２
１
万
７
千

円
と
定
め
る
も
の
。

◎
福
生
市
児
童
館
等
施
設
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て

　

現
在
、
指
定
管
理
者
が

管
理
し
て
い
る
児
童
館
等

施
設
の
管
理
を
引
き
続
き

指
定
す
る
も
の
で
、
指
定

管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ

る
施
設
は
、
福
生
市
田
園

児
童
館
、
福
生
市
武
蔵
野

台
児
童
館
、
福
生
市
熊
川

児
童
館
及
び
併
設
す
る
学

童
ク
ラ
ブ
並
び
に
田
園
会

館
（
地
域
会
館
）
で
、
特

定
非
営
利
活
動
法
人
ワ
ー

カ
ー
ズ
コ
ー
プ
を
指
定
管

理
者
に
指
定
す
る
も
の
で
、

指
定
の
期
間
を
平
成
24
年

4
月
1
日
か
ら
平
成
29
年

3
月
31
日
ま
で
の
５
年
間

と
す
る
も
の
。

◎
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い

て
　

市
道
と
し
て
管
理
す
る

必
要
が
生
じ
た
路
線
で
、

市
道
武
蔵
野
台
59
号
線
は
、

起
点
を
福
生
市
武
蔵
野
台

２
丁
目
34-

22
、
終
点
を

福
生
市
武
蔵
野
台
２
丁
目

34-
30
で
、
幅
員
４
・
５

メ
ー
ト
ル
、
延
長
１
０

１
・
58
メ
ー
ト
ル
、
面
積

４
６
８
平
方
メ
ー
ト
ル
、

市
道
第
３
３
４
号
線
は
、

起
点
を
福
生
市
大
字
熊
川

字
武
蔵
野
１
３
６
４-

14
、
終
点
を
福
生
市
大
字

熊
川
字
武
蔵
野
１
３
６
４

-

20
で
、
幅
員
５
メ
ー
ト

ル
か
ら
５
・
３
メ
ー
ト
ル
、

延
長
59
・
98
メ
ー
ト
ル
、

面
積
３
５
８
・
02
平
方

メ
ー
ト
ル
の
２
路
線
を
市

道
と
し
て
認
定
す
る
も
の
。

討
論

▼
10
月

４
日　

建
設
環
境
委
員
会
行
政

視
察(

５
日
ま
で)

　
　
　

新
潟
県
新
発
田
市
視
察

来
市

５
日　

富
山
県
射
水
市
視
察
来

市

11
日　

全
国
市
議
会
議
長
会
研

究
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
青
森

(

13
日
ま
で)

13
日　

鳥
取
県
米
子
市
視
察
来

市

18
日　

市
民
厚
生
委
員
会
行
政

視
察(

19
日
ま
で)

19
日　

西
多
摩
地
域
広
域
行
政

圏
体
育
大
会
・
総
合
開

会
式
兼
前
夜
祭

20
日　

議
会
運
営
委
員
会

24
日　

関
東
市
議
会
議
長
会
理

事
会

　
　
　

香
川
県
善
通
寺
市
視
察

来
市

　
　
　

総
務
文
教
委
員
会
行
政

視
察(

25
日
ま
で)

26
日　

長
崎
県
佐
世
保
市
視
察

来
市

　
　
　

例
月
出
納
検
査

27
日　

全
国
市
議
会
議
長
会
基

地
協
議
会
正
副
会
長
・

監
事
・
相
談
役
会
議

(

28
日
ま
で)

28
日　

東
京
た
ま
広
域
資
源
循

環
組
合
議
会
ブ
ロ
ッ
ク

代
表
者
会
議
・
定
例
会

▼
11
月

１
日　

全
国
市
議
会
議
長
会
基

地
協
議
会
理
事
会
・
衆

参
基
地
関
係
委
員
会
委

員
と
の
要
望
懇
談
会

７
日　

香
川
県
さ
ぬ
き
市
視
察

来
市

８
日　

滋
賀
県
近
江
八
幡
市
視

察
来
市

９
日　

全
国
市
議
会
議
長
会
基

地
協
議
会
関
東
部
会
総

会

　
　
　

瑞
穂
斎
場
組
合
議
会
定

例
会

　
　
　

東
京
た
ま
広
域
資
源
循

環
組
合
議
会
視
察(

10

日
ま
で)

11
日　

西
多
摩
地
区
議
長
会
研

修
会
・
定
例
会
議

　
　
　

福
生
病
院
組
合
議
会
定

例
会

15
日　

三
多
摩
上
下
水
及
び
道

路
建
設
促
進
協
議
会
第

３
委
員
会

21
日　

東
京
都
市
議
会
議
長
会

理
事
会
・
定
例
総
会

22
日　

議
会
運
営
委
員
会

24
日　

西
多
摩
衛
生
組
合
議
会

　
　
　

定
例
会

25
日　

例
月
出
納
検
査

29
日　

第
４
回
定
例
会
１
日
目

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

30
日　

第
４
回
定
例
会
２
日
目

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

▼
12
月

１
日　

第
４
回
定
例
会
３
日
目

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

２
日　

第
４
回
定
例
会
４
日
目

　
　
　

全
員
協
議
会

６
日　

建
設
環
境
委
員
会

　
　
　

第
３
次
議
会
改
革
検
討　

　
　
　

協
議
会

７
日　

市
民
厚
生
委
員
会

８
日　

総
務
文
教
委
員
会

９
日　

横
田
基
地
対
策
特
別
委　

　
　
　

員
会

　
　
　

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く　

　
　
　

り
特
別
委
員
会

13
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

第
３
次
議
会
改
革
検
討　

　
　
　

協
議
会

16
日　

第
４
回
定
例
会
５
日
目

　
　
　

全
員
協
議
会

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

21
日　

市
民
厚
生
委
員
会
協
議
会

全
員
協
議
会

22
日　

例
月
出
納
検
査

▲指定管理の武蔵野台児童館

　

１
月
13
日
に
平
成
24
年

第
１
回
臨
時
会
が
開
催
さ

れ
、
議
案
１
件
の
審
査
を

行
い
、
原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
。
主
な
内
容

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
平
成
23
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
（
第
４
号
）

　

今
年
度
末
ま
で
に
東
京

都
に
よ
る
指
定
が
予
定
さ

れ
て
い
る
「
土
砂
災
害
特

別
警
戒
区
域
」
及
び
「
土

砂
災
害
警
戒
区
域
」
へ
の

災
害
対
策
並
び
に
東
日
本

大
震
災
以
降
の
市
民
の
皆

様
の
防
災
意
識
の
高
ま
り

に
応
え
る
た
め
、
東
京
都

の
総
合
交
付
金
を
活
用
し

た
緊
急
の
災
害
対
策
事
業

を
、
地
域
経
済
対
策
も
考

慮
し
た
緊
急
事
業
と
し
て

実
施
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

内
容
と
し
て
は
、
防
災

行
政
無
線
の
聞
き
取
り
に

く
い
地
域
等
の
音
達
調
査

委
託
、
下
の
川
緑
地
内
の

高
木
化
し
た
樹
木
の
剪
定

委
託
及
び
防
災
行
政
無
線

戸
別
受
信
機
を
30
台
購
入

す
る
も
の
で
、
歳
入
歳
出

予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
２
４
９

０
万
円
を
追
加
し
、
歳
入

歳
出
予
算
総
額
を
そ
れ
ぞ

れ
２
１
９
億
５
７
８
２
万

９
千
円
と
定
め
る
も
の
。

『
臨
時
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。』

陳
情
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歴史・公民の教科用図書選定・採択における調査委員会の状況は
末次 和夫 議員

　質問　教科用図書調査委員の構成
は。また、調査報告書の「近現代、
世界史の充実がポイント」との所見
は全国共通の基準なのか。評価基準
における「地域性への配慮」という
項目の具体的な内容は。
　教育長　調査委員長は校長または
副校長の職にある者、委員は各中学
校長の推薦した教員である。今回の
学習指導要領改訂で「近現代の学習
の一層の重視」が要点となり、全国
的な規準と考えている。「地域性の

配慮」は現代社会のキーワードと関
連する地域的なバランス等について
検討したものである。

シティセールスの推進・現在の取り組み状況と目指すべき方向は
武藤 政義 議員

　質問　市の魅力を発掘・創出し、
広く情報発信するため地域振興課を
シティセールス推進課に変更し、積
極的に推進していくとのことだが、
取り組み状況と目指すべき方向は。
　市長　市内施設を利用したテレビ
ドラマや映画撮影の支援、電気自動
車や電動自転車を活用した次世代モ
ビリティ活用モデル事業など市の魅
力の再発見や創造、発信し、都市イ
メージを向上させるために組織体制
の強化を図っている。目指すべき方

向を「訪れたいまち、住みたいまち、
自慢したいまち」と設定してまちづ
くりを進めていきたい。

狭あい道路の拡幅整備について
乙津 豊彦 議員

　質問　総合計画第４期で、道路網の
整備充実は沿線住民の協力と参画によ
り狭あい道路の拡幅を進める。また、
建築確認申請と連動し進めるとあるが、
具体的に伺いたい。
　市長　整備要綱を制定し促進してお
り、制定時には申請事務を行っている
都に、狭あい道路の建築確認申請案件
の情報提供依頼をし、連携をして進め
てきた。具体的には、地権者からの買
い取りや地元住民からの拡幅要望、市
は整備の緊急性等を考慮し、スポット

的整備等、毎年予算の範囲内で順次
行って、狭あい道路解消と生活環境向
上を図っている。

地域での就労困難者支援 どう考えるか
柳川 英司 議員

　質問　就労意欲はあっても働けな
い中高年の再雇用問題、乳幼児の保
育問題等の就労阻害要因を取り除く
ためには、市行政の総合力が必要で
ある。働くことは収入確保だけでは
なく社会参加や自己実現、健康な体
や精神を養う上で重要である。就労
困難者支援行政の見解を伺いたい。
　市長　現在、市はハローワーク青
梅等と、若年層を対象にセミナーカ
ウンセリングを開催、生活保護及び
住居手当等受給者にはハローワーク

と連携し支援をしている。一層充実
することが必要と考え、まずは就職
面接会の回数を増やしていきたい。

地域産業振興条例制定で商店会加入促進を
町田 成司 議員

　質問　地域の商工会等団体に加入
しないコンビニや大型店等は、イベ
ント等の費用負担もなく恩恵だけ得
ている。また、商店会未加入企業を
対象に、加入促進や環境整備等応分
の負担を求める努力規定条例設定を
した自治体があるが、どう考えるか。
　市長　日本国憲法では自由が保障
されている。商店会への加入を個人、
事業者に義務的に求めるのはいかが
なものか。加入するメリット等の団
体としての努力がまず必要と考え、

その支援策の取り組みはしている。
現状、義務を課す条例の制定につい
ては慎重であるべきと考えている。

自衛隊員の市のイベントへの参加協力は考えているか
串田 金八 議員

　質問　24年４月から航空自衛隊横
田基地が始動すると聞いている。血
気盛んな自衛隊の若者を、地域との
交流を図るためにも、各イベントへ
の参加協力について考えていないか。
　市長　府中基地では市民交流のた
め自衛隊主催で盆踊り大会等は行っ
ているが、自衛隊が地域イベントへ
公式に参加することはないとのこ
と。ただし隊員が個人的に、休暇を
とり、みこしを担いだりすることは
あることである。移駐後は航空自衛

隊横田基地協力会が中心に対応がな
されると思うが、市としてもイベン
トなどへのＰＲの必要はあると考える。

　今定例会では、19人の議員が市政全般にわたり一般質問を行いました。
　質問方式は３種類の選択制で、一括方式、一問一答方式、併用方式（一括と
一問一答の併用）のいずれかを議員が選択し、質問しました。
　概略の掲載は一問とし３ページから５ページまでに掲載しました。一般質問の
項目は６ページにすべて掲載してあります。
　詳しくは、2月中旬発行予定の会議録を市役所情報コーナー及び図書館また
は、福生市ホームページからご覧ください。
　なお、この一般質問の掲載内容は、質問議員に確認してあります。

市政のここが聞きたい

（要旨）一 般 質 問中学校給食の実施で、市税の恩恵を全ての生徒に
池田 公三 議員

　質問　中学校の昼食対策としてラ
ンチ・弁当併用方式を実施している
が、市税の使い方の公平性という観
点からすると問題がある。市は3700
万円の予算を使って、中学校ランチ
を民間委託で実施しているが、利用
率は２５％あり、弁当持参の７５％
の生徒は市税の恩恵を受けていな
い。市税の使い方として不公平では
ないか。
　教育長　必要があるときは誰でも
利用できる訳であり、特定の人に限

定しているものではないので、市税
の使い方において不公平が生じてい
るとは考えていない。

▲横田基地第5ゲート付近

▲銀座商栄会

▲若年者就職面接会▲選定された教科書

▲電気自動車

▲整備された狭あい道路

▲第一中学校ランチルーム
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窓口業務における市民からの苦情やトラブルへの対応は
岩﨑 百合子 議員

　質問　窓口業務に対して市民からさ
まざまな苦情があるようだが、職員に
非があるわけでなく、質問でも相談で
もなく、苦情でもないトラブルをどの
ように把握しているか、職員の接遇研
修の頻度、何人で対応しているかなど
を伺いたい。
　市長　職員の接遇に問題がある場合
もあるが、市民が思いどおりにならな
い、説明に対する不満があるなどでト
ラブルが発生しているのは事実で、原
則職員２名で対応している。課内ミー

ティングや定期的な研修の充実に努め、
窓口対応のスキルアップを図っていき
たい。

認可保育所運営について運営費の支弁状況等は
大野 　聰 議員

　質問　民間保育園に支弁している運
営費の内容と今後の見直し等の検討に
ついて、また、保育料の収納率向上対
策等について伺いたい。
　市長　保育所の設備や運営について
児童福祉法で定める最低基準を維持す
るために国・市基準額を支弁している。
当市では公費負担の割合が高いので、
適正なのか今後調査していきたい。収
納率向上対策としては、子ども育成課
職員に吏員証を発行して財産調査や差
押え等を行うが、低所得者への配慮も

必要だと考えている。滞納者には園を
通して督促状等を配付し、徴収促進を
行っているが、なお一層努力する。

新年度予算編成について・基本方針と主な施策への取り組みは
田村 正秋 議員

　質問　厳しい景気により市税の減
少が続く中で、基地交付金やさまざ
まな補助金の確保に市長みずから努
力されているようだが、このような
中での新年度予算編成の基本方針と
主な施策への取り組みは。
　市長　重点的、効果的な予算配分、
基金の取り崩しや借り入れの抑制、
歳入の確保、既存事業の精査、効果
的な予算配分を基本方針とし、主な
施策は災害時における要援護者シス
テムの導入、消防団装備の充実や災

害に強いまちづくり事業、国民体育
大会に向けたリハーサル事業、新た
な牛浜駅の完成などである。

まちなかおもてなし事業で買い物弱者対策は進むのか
大野 悦子 議員

　質問　24年１月オープン予定の次
世代モビリティ活用モデル事業の拠
点「まちなかおもてなしステーショ
ン」で、電気自動車を活用した買い
物代行サービスを行う。高齢者等の
買い物難民対策が一気に進むものと
期待をしているが、事業内容は。
　市長　この「ステーション」にお
いて観光案内、電気自動車と電動ア
シスト自転車のシェアリングの実施
実験に加えて、また電気自動車を活
用し、高齢者等、日常買い物に困っ

ている市民が利用者となる、新たな
「らくらく　お買物代行サービス」
の実証実験を行うべく進めている。

防災行政無線の難聴対策として戸別受信機の設置は
杉山 行男 議員

　質問　デジタル化しても聞こえな
いという市民の声が多くあり、難聴
地域が解消したとは思えないが、現
状は。また、戸別受信機を特定の人
に貸与しているが、この受信機を難
聴地域の人に貸与する考えは。
　市長　音声ガイダンスに電話いた
だければ直近の放送が聞けるので、
利用方法について広報等で周知を
図っていきたい。また戸別受信機は
市議会議員等と、聴覚障害者に文字
表示付き戸別受信機を貸与している

が、今後は土砂災害特別警戒区域等
に該当する世帯への貸与について検
討していきたい。

視聴覚機材の整備状況は
原田 　剛 議員

　質問　教育現場では、各小中学校
の教室には５０インチのテレビが設
置され、実物投影機やワイヤレスペ
ンタブレットなどの視聴覚機材も整
備されてきた。視聴覚機材の使用は
児童生徒に興味・関心を持たせ、効
率の良い授業が可能となったが、現
在の設置・使用状況はどうか。
　教育長　実物投影機は小学校７台、
中学校６台、ワイヤレスペンタブ
レットは各中小学校に６台配備し、
指導場面では効果的な活用をしてい

る。授業用ノートパソコンは各小中
学校に４台で活用頻度はそれほど多
くない状態なので研修機会を確保する。

だれでもどこでも放射線測定ができ事実をつかめる体制整備を
阿南 育子 議員

　質問　放出された放射性物質の状態
を把握したい市民の気持ちは当然であ
り、空間線量の測定器貸し出しも含め、
畑の土壌や食品など測定できる環境や
検査体制を整えていく必要があると思
うがどうか。
　市長　空間線量等は、さまざまな箇
所で職員が測定しており機器を貸し出
す余裕はないが、測定箇所を充実し速
やかに知らせていきたい。文科省、都
も新たにモニタリングポストを設置す
るので、大幅に強化される。食品を測

定できる場所は課題があり、費用対効
果等から設置しないが、土壌は測定し
公表している。

選ばれ続けるまちとして総合特区制度活用の考えは
清水 義朋 議員

　質問　平成23年6月に成立した総合
特区法案は税制や財政支援を有する
ことが特徴で、我が市でも大いに活
用すべきであると思うが、制度活用
についての見解は。
　市長　人口減少に対応するために
魅力あるまちづくりを進めており、
その実現のために使えるツールでは
ないかと考えている。教育、子育て、
住宅、雇用、情報などの分野で特色
ある施策の実施にあたり規制や障害
があれば特区制度で排除することが

可能となるので、研究会を立ち上げ
て共通認識を持ち、さらに研究を進
めていきたい。

▲防災行政無線 ▲「シティセールス推進の基本方針」表紙

▲「まちなかおもてなしステーション」オープニングセレモニー

▲放射線量の測定 ▲すみれ保育園

▲教育教材（実物投影機） ▲東京国体ポスター

▲「福生市職員接遇マニュアル」表紙
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防災計画に女性視点のきめ細やかな対応はどのように
五十嵐 みさ 議員

　質問　私たちの調査で阪神淡路大
震災を経ても東日本大震災に、女性
や災害弱者等の視点で避難所整備や
運営、防災計画に反映させる教訓が
生かされていない実態が浮かび上
がった。当市における防災会議等へ
の女性参画の現状と、災害弱者の意
見はどう反映されているのか伺いたい。
　市長　防災会議委員は27名です。
全員男性で、災害弱者の意見反映に
ついては、災害時要援護者の安全確
保のため社会福祉施設、民間福祉団

体等の相互連携に努め、地域ぐるみ
の支援体制づくりと共に災害時要援
護者登録制度の充実を図っていきたい。

地域猫制度について今後大胆に取り組む考えは
奥富 喜一 議員

　質問　猫制度は地域猫の会の方々
の活躍で大分改善されたところもあ
るが、多くはまだ進んでいないのが
現状で、現在の取り組み状況と、今
後大胆に取り組む考えはないか伺い
たい。
　市長　今年度は、４６匹の不妊去
勢手術を行いモデル地区に戻してい
るにもかかわらず、市内からの苦情
が耐えない状況で、小さい単位の隣
組での取り組みも可能としたが、活
動には賛否両論があり、なかなか進

んでいない。今後は市民の協力によ
り人と猫の調和のとれたまちづくり
を目指していきたい。

各種予防ワクチン任意接種について・来年度以降の費用助成の考えは
青海 俊伯 議員

　質問　国の制度いかんにかかわらず
本助成事業が市民の健康増進に大いに
寄与する施策であるという観点から継
続すべきであると考えているが、市長
の所見を伺いたい。
　市長　ヒブワクチン、小児用肺炎球
菌ワクチン、子宮頸がん予防ワクチン
の３種類は疾病予防に有効と認識して
おり、全体の事業費は約４１００万円
となるが、大切な子どもたちを守るた
め２４年度も実施する予定である。ま
た子宮頸がん予防ワクチンは、２４年

度に限り中学１年生から１７歳相当の
女子も対象としたと考えている。

認知症の方と家族を支えるまちづくりの取り組みは
堀 雄一朗 議員

　質問　市内高齢者にも認知症の方
が増えている。施設入所は認知症を
悪化させる傾向が見られるにも関わ
らず、在宅で対応できず、やむを得
ず家族が施設入所を希望する場合も
多い。認知症をサポートする体制の
取り組み状況はどうか。
　市長　地域で見守るために認知症
を理解し、また医療と介護の連携や
本人・家族への支援が必要なので、
職員に認知症サポーター研修、市民
には養成講座を開催し、「認知症サ

ポート医」養成研修等で医療・介護
連携を図り、家族とケアマネジャー
の連携強化を支援していきたい。

▲捕獲した地域猫 ▲福生市防災マップ

▲認知症サポーターのオレンジリング
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「声の市議会だより」をお届けしています「声の市議会だより」をお届けしています
　音訳ボランティア「福生いとでんわ」の皆さんに
ご協力いただき、市議会だよりの音訳をデイジー方
式のＣＤにして、視覚障害者(１・２級)の方にお届け
しています。　
　ご家族やお知り合いの方で、ご希望の方がいらっ
しゃいましたら、議会事務局にご連絡ください。
　また、ホームページにも、音声ファイルを掲載して
います。　

議会事務局 ☎042-551-1523
○デイジー（ＤＡＩＳＹ）とは
　デジタル録音図書の国際標準で、聴きたいとこ
ろをすぐに検索できるなど、情報検索性に優れて
います。
　専用の再生機が必要となりますが、利用対象者
は日常生活用具として給付を受けられます。
（利用者一割負担）

　議員の一般質問や市長の答弁の様子が見ら
れ、より身近に議会を感じていただけると思います。
　「市民に開かれた分かりやすい議会」を一層
推進するため、積極的に議会情報をお届けして
いきたいと考えておりますので、ぜひご利用くだ
さい。

本会議のライブ映像と録画映像
※録画映像は、過去の会議を会議名や議員名、
用語などで検索してご覧いただくことができます。

◆配信内容

福生市公式ホームページ
(http://www.city.fussa.tokyo.jp/)にアクセ
スして「福生市議会」→「インターネット中継」の
順にクリックしてください。

◆アクセス方法

ご利用ください 「インターネット議会中継」ご利用ください 「インターネット議会中継」ご利用ください 「インターネット議会中継」ご利用ください 「インターネット議会中継」ご利用ください 「インターネット議会中継」

　平成24年第1回定例会は、2月28日㈫か
ら3月27日㈫までを予定しています。
◆本会議（予定）
 2月28日㈫～3月2日㈮及び3月27日㈫
 午前10時開会
◆予算審査特別委員会（予定）
 3月6日㈫～9日㈮
　午前9時開会
◆常任委員会（予定）
 3月13日㈫～15日㈭
 午前10時開会

次回定例会のお知らせ
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通告者 通告者質 問 内 容

平成23年 第4回
福生市議会定例会 （通告順に掲載）

質問方式は、一括方式、一問一答方式あるいは併用方式（一括と一問一答の併用）の
選択制となっています。

通告者の下欄に質問方式を表示しています。

質 問 内 容
１　平成２４年度の予算編成について
（１）予算編成に向けての基本的な考え方・施策について
（２）総合計画について
（３）財源確保について
２　航空自衛隊横田基地について
（１）在日米軍再編計画から移駐に至る経緯について　　
（２）航空自衛隊横田基地の全貌について
（３）航空自衛隊横田基地と福生市の関わりについて

串田　金八
（一括）

１　保育行政について
（１）認可保育所の運営等及び認定こども園について
２　安全安心なまちづくり行政について
（１）市営自転車駐車場の利用状況と今後の整備方針（見直しを含め）について
（２）市内駅周辺の民間駐輪場の現状と利用実態について
（３）駅前放置自転車の現状と今後の対策について
３　公園行政について
（１）市内の公園（緑地含む）の維持管理対策の現状と今後の整備方針について
（２）かに坂公園の拡張（西側）と周辺整備について
（３）福生駅周辺（西口）への公園整備について

（併用）

１　地域雇用対策と就労支援について
（１）雇用情勢の現状と対策の促進について
（２）地域就労支援について
２　福生市の商業と商店街振興について
（１）地域商業、商店街、行政の現状と課題の取り組みについて
（２）地域商業と商店街の活性化について

柳川　英司
（一括）

１　安心・安全のまちづくりについて
（１）雨どいや側溝などの放射能除染対策について
（２）地産地消のエネルギー開発について
２　学校教育について
（１）中学校給食について
（２）学校における労働安全衛生管理体制の整備について
３　若者のためのスケートボード場の整備について

池田　公三
（一問一答）

１　人口誘導のまちづくりについて
（１）住宅マスタープランについて
（２）積極的な人口誘導について
２　道路行政について
（１）五日市街道拡幅事業、踏切に信号機を設置する事業の状況について
（２）狭あい道路の拡幅整備について
３　福生市ホームページのリニューアルについて
（１）目的と移行方針について
（２）継続性の確保について

乙津　豊彦
（併用）

１　シティセールスについて
（１）目指すべき方向について
（２）現在の取り組み状況と今後について
２　青少年海外派遣事業について
（１）意義、目的について
（２）効果について

武藤　政義
（一括）

１　歴史・公民の福生市公立中学校教科用図書の選定、採択について
（１）教科用図書調査委員会について
（２）教科用図書の特別展示及び法定展示会について　
（３）教科用図書選定協議会について
（４）教育委員会臨時会について
（５）調査報告書及び選定協議会答申における育鵬社、自由社の公民

教科用図書の「思想的な偏り」評価について
（６）選定、採択に係る課題について

末次　和夫
（併用）

１　選ばれ続けるまちについて
（１）総合特区について
２　清潔で美しいまちづくりについて
（１）ここまでの取り組みについて
（２）今後の取り組みについて

清水　義朋
（一括）

１　新年度市予算編成等について
（１）基本方針と主な施策について
（２）財源確保と新たな歳入等について
２　土木行政について
（１）加美平公園内へのランニングコースの設置について
３　教育行政について
（１）不登校対策について
（２）小・中学校の雨水の処理について

田村　正秋
（一括）

１　苦情対応について
（１）苦情対応の現状について
（２）庁舎内の警備について

岩﨑　百合子
（一括）

１　商業振興策について
（１）市内商店街の振興策について用途地域（商業地区）を含め、将来

的、長期的に行政として、どのように考えているか
（２）地域産業振興条例について
２　七夕まつりについて
（１）七夕まつりの開催目的について
（２）七夕まつり実行委員会組織について

町田　成司
（一問一答）

１　防災対策について
（１）防災行政無線の難聴地域解消について
（２）防災情報発信について
（３）災害時公衆電話の計画的設置について
（４）避難場所について
２　市民活動団体の支援等の現状について
（１）市民活動団体の支援等の現状について

杉山　行男

大野　　聰

（併用）

１　東日本大震災時の原発事故後の放射能情報について
（１）事故の状況と放射能情報について
（２）市民への情報提供について
２　次世代モビリティ活用モデル事業について
（１）事業の詳しい内容について
（２）カーシェアリングについて
３　まちなかおもてなし事業について
（１）事業の詳しい内容について

大野　悦子

原田　　剛

（一括）

１　交通安全について
（１）市内の交通事故・自転車事故状況について
（２）自転車の通行環境について
（３）ルールの周知と安全教育の推進について
２　健康増進について
（１）健診受診率について
（２）ウォーキングとラジオ体操について
３　教育行政について
（１）視聴覚機材の整備・取扱いについて
（２）視聴覚教材について

（併用）

１　放射線対策について
（１）測定環境の整備について
２　多文化共生のまちづくりについて
（１）現状の取り組みについて
（２）日本語未習得者への教育環境の整備について
３　給食センター建設について
（１）検討の進捗状況について
（２）中学校給食導入への検討について

阿南　育子
（一問一答）

１　女性の視点からの防災について
（１）きめ細やかな対応をするための防災計画について
（２）避難所運営ゲーム（ＨＵＧ）の導入について
（３）ハード面としての避難所や防災備蓄庫の整備と管理について
（４）災害弱者としての外国人への災害時の情報伝達について
２　デイジー教科書について
（１）福生市でのデイジー教科書の導入について

五十嵐　みさ
（一括）

１　都市基盤整備について
（１）都市計画マスタープランについて
（２）用途地域の見直しについて
２　起業支援（インキュベート）事業について　
３　認知症の人と家族を支えるまちづくりについて
４　障がいのある人のデイサービスと雇用について

堀　 雄一朗
（併用）

１　米軍横田基地について
（１）航空総隊司令部移駐関連工事の進捗状況について
（２）航空自衛隊横田基地の任務などについて
（３）日米共同演習「ヤマサクラ６１」について他
２　地域公共交通について　
（１）地域公共交通会議について
（２）交通不便地域の定義の認識について
（３）コミュニティバスの課題やあり方について
３　公共施設の活用について
４　地域猫制度について

１　各種予防ワクチン任意接種費用の助成について
（１）現状の接種状況と費用助成について
（２）来年度以降の費用助成について
２　中学校ランチルームの地域活用と給食センターについて　　
（１）ランチルームの利用と地域活用の現状について
（２）現給食センターの建替えについて
３　自動販売機等の税外収入について
（１）公共施設の自動販売機設置基準、入札などについて
（２）その他税外収入の取り組みについて
（３）税外収入と会計の透明性・明瞭性について

奥富　喜一
（一問一答）

青海　俊伯
（一括）
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　今定例会の常任委員会では、付託された議案及び陳情等
の審査が12月6日、7日、8日の３日間、建設環境・市民厚
生・総務文教委員会の順で行われました。
　議会運営委員会は、本会議の議事日程や議案の取扱い、
議会だよりの編集等で６回行われました。
　また、災害に強いまちづくり特別委員会及び横田基地対
策特別委員会が12月9日に行われました。ここでは、各常
任委員会及び各特別委員会から報告された主な審査概要を
まとめました。

委員会の委員会の
　　審査から　　審査から
委員会の委員会の
　　審査から　　審査から
委員会の委員会の
　　審査から　　審査から
委員会の
　　審査から

建
設
環
境
委
員
会

建
設
環
境
委
員
会

　

12
月
６
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
議
案
２
件
と
陳
情

２
件
の
審
査
を
行
い
、
議
案

２
件
は
原
案
の
と
お
り
可
決
、

認
定
し
、
陳
情
は
１
件
が
採

択
、
１
件
は
不
採
択
と
な
り

ま
し
た
。

◎
平
成
23
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

（
歳
出
予
算
の
う
ち
建
設
環

境
委
員
会
所
管
分
）

問　

次
世
代
モ
ビ
リ
テ
ィ
活

用
モ
デ
ル
事
業
費
の
内
容
は
。

答　

自
転
車
駐
車
場
の
Ｐ
Ｒ

看
板
費
で
、
一
つ
は
拝
島
駅

北
口
自
転
車
駐
車
場
外
壁
に
、

ま
た
、
福
生
駅
東
西
階
段
踊

り
場
上
部
に
設
置
予
定
の
案

内
看
板
の
費
用
で
あ
る
。

問　

中
小
企
業
振
興
資
金
貸

付
事
業
費
２
４
３
万
４
千
円

の
内
容
は
。

答　

東
日
本
大
震
災
後
、
融

資
の
申
し
込
み
が
増
加
し
、

当
初
予
定
を
上
回
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
、
利
子
補
給
金
と

信
用
保
証
協
会
保
証
料
の
不

足
見
込
分
を
増
額
し
た
。

問　

中
小
企
業
振
興
資
金
の

前
年
同
期
と
の
貸
付
状
況
に

つ
い
て
聞
き
た
い
。

答　

平
成
23
年
11
月
末
現
在

の
申
し
込
み
状
況
は
、
99
件
、

４
億
１
３
７
０
万
１
千
円
で
、

前
年
同
期
は
57
件
、
２
億
５

３
１
５
万
円
で
あ
る
。

◎
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い

て問　

市
道
と
の
比
較
で
、
私

道
の
不
都
合
は
何
か
。

答　

基
本
的
に
、
通
り
抜
け

で
き
る
道
路
は
所
有
者
の
寄

附
に
よ
り
市
道
と
な
る
が
、

行
き
止
ま
り
の
道
路
は
寄
附

を
受
け
取
ら
ず
、
私
道
と
す

る
こ
と
に
し
て
い
る
。
私
道

は
個
人
の
所
有
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
維
持
管
理
も
個
人
で

す
る
こ
と
に
な
り
、
市
道
は

市
で
管
理
す
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
今
回
の
市
道
第
３
３

４
号
線
は
行
き
止
ま
り
の
道

路
だ
が
、
奥
の
緑
地
も
併
せ

て
の
寄
附
で
あ
り
、
緑
地
を

管
理
す
る
た
め
の
道
路
と
し

て
、
市
道
の
認
定
を
し
た
。

◎
地
方
消
費
者
行
政
を
充
実

さ
せ
る
た
め
、
地
方
消
費
者

行
政
に
対
す
る
国
に
よ
る
実

効
的
支
援
を
求
め
る
意
見
書

を
政
府
等
に
提
出
す
る
こ
と

を
求
め
る
陳
情
書

意
見　

消
費
生
活
に
お
け
る

苦
情
相
談
等
の
増
大
に
伴
う

消
費
者
保
護
の
観
点
か
ら
、

消
費
者
行
政
の
充
実
及
び
消

費
者
相
談
員
の
待
遇
改
善
に

向
け
た
制
度
の
整
備
が
必
要

と
の
意
見
が
あ
り
、
採
決
の

結
果
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

◎
西
多
摩
衛
生
組
合
へ
の
陳

情
書
の
適
正
な
審
査
と
フ
レ

シ
ュ
ラ
ン
ド
の
安
全
性
確
認

を
求
め
る
陳
情
書

意
見　

２
名
の
委
員
よ
り
福

生
市
議
会
が
特
別
地
方
公
共

団
体
に
意
見
を
述
べ
る
の
は

好
ま
し
く
な
い
と
の
意
見
が

あ
り
、
採
決
の
結
果
、
不
採

択
と
な
り
ま
し
た
。

　

12
月
７
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
議
案
４
件
と
陳
情

２
件
を
審
査
し
ま
し
た
。
主

な
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

◎
福
生
市
災
害
弔
慰
金
の
支

給
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

問　

「
兄
弟
姉
妹
で
生
計
を

同
じ
く
し
て
い
た
」
と
い
う

の
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
生

計
維
持
者
と
、
非
生
計
維
持

者
の
違
い
は
ど
う
な
る
の
か
。

答　

兄
弟
姉
妹
で
、
生
計
を

同
じ
く
し
て
い
な
く
て
も
同

居
さ
え
し
て
い
れ
ば
、
支
給

要
件
を
備
え
て
い
る
。
生
計

維
持
者
は
５
０
０
万
円
が
支

給
さ
れ
、
非
生
計
維
持
者
は

２
５
０
万
円
が
支
給
さ
れ
る
。

◎
平
成
23
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

（
歳
出
予
算
の
う
ち
市
民
厚

生
委
員
会
所
管
分
）

問　

家
庭
児
童
相
談
シ
ス
テ

ム
導
入
の
効
果
は
。

　

子
ど
も
手
当
支
給
シ
ス
テ

ム
改
良
の
内
容
は
ど
う
い
う

も
の
か
。

答　

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー
の
相
談
内
容
管
理
、
ケ

ー
ス
記
録
等
を
入
力
し
、
都

に
報
告
す
る
作
業
を
簡
素
化
、

訪
問
等
相
談
業
務
の
充
実
を

図
る
。
子
ど
も
手
当
支
給
シ

ス
テ
ム
改
良
は
、
24
年
の
６

月
以
降
所
得
制
限
対
応
と
す

る
た
め
、
新
し
い
基
幹
シ
ス

テ
ム
へ
移
行
す
る
。

◎
平
成
23
年
度
福
生
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

問　

国
民
健
康
保
険
資
格
証

の
発
行
基
準
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。
予
算
総
額
が
大
幅

に
増
え
る
が
、
一
般
会
計
か

ら
の
繰
入
金
は
ど
う
な
る
か
。

答　

資
格
証
は
、
現
在
短
期

証
で
、
平
成
20
年
度
３
期
以

前
に
滞
納
が
あ
り
、
平
成
21

年
４
月
１
日
以
降
で
２
年
間

納
付
が
全
く
な
い
。
平
成
23

年
度
市
民
税
未
申
告
、
ま
た

は
課
税
標
準
所
得
が
１
４
５

万
円
以
上
の
世
帯
と
い
う
全

て
が
該
当
す
る
方
に
発
行
す

る
。

　

繰
入
金
は
、
22
年
度
の
最

終
予
算
総
額
か
ら
７
億
１
６

６
７
万
２
千
円
増
、
補
正
予

算
後
の
予
算
総
額
で
11
・
６
％

増
と
な
り
、
２
億
４
５
４
８

万
３
千
円
増
と
な
る
。

◎
福
生
市
児
童
館
等
施
設
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い

て問　

児
童
館
、
学
童
の
指
定

管
理
延
長
に
当
た
っ
て
の
審

査
の
経
緯
と
、
今
後
の
新
規

事
業
計
画
は
。

答　

事
業
者
が
変
わ
る
よ
り
、

延
長
す
る
メ
リ
ッ
ト
の
方
が

大
き
い
と
判
断
し
た
。
新
規

事
業
に
つ
い
て
は
、
中
・
高

校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講

座
、
児
童
館
の
ク
ラ
ブ
交
流

な
ど
の
実
施
提
案
が
あ
る
。

　

以
上
４
件
、
い
ず
れ
も
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

陳
情
２
件
に
つ
い
て
も
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
引
き

続
き
継
続
し
て
審
査
し
て
い

く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

12
月
８
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
議
案
２
件
と
陳
情

２
件
を
審
査
し
ま
し
た
。
主

な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
福
生
市
都
市
計
画
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

問　

都
市
計
画
税
の
充
当
率
の

考
え
方
は
。

答　

制
限
税
率
（
０
・
３
％
）

以
内
の
税
率
は
、
国
や
東
京

都
か
ら
示
さ
れ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
が
都
市
計
画
事
業

の
状
況
、
財
政
状
況
に
よ
り

各
自
治
体
の
裁
量
に
任
さ
れ

て
い
る
。

問　

新
規
の
事
業
の
ほ
か
、

街
路
や
公
園
、
下
水
道
な
ど

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
に
使

う
こ
と
も
あ
る
の
か
。

答　

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
充
当

先
と
し
て
考
え
て
い
る
。

◎
平
成
23
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

（
歳
入
予
算
全
般
及
び
歳
出

予
算
の
う
ち
総
務
文
教
委
員

会
所
管
分
）

問　

家
具
転
倒
防
止
器
具
助

成
事
業
は
、
こ
の
補
正
で
ど

の
く
ら
い
の
世
帯
に
な
る
の

か
。

答　

平
成
21
年
度
当
初
、
３

カ
年
で
全
世
帯
の
５
％
、
約

１
３
２
０
世
帯
を
目
標
と
し

て
い
た
が
、
補
正
予
算
承
認

後
は
全
世
帯
の
９
・
５
％
、

約
２
８
０
０
世
帯
ぐ
ら
い
ま

で
い
く
と
考
え
て
い
る
。

問　

臨
時
財
政
対
策
債
を
１

億
円
増
額
と
い
う
こ
と
だ
が
、

財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩
さ

な
か
っ
た
理
由
は
。

答　

大
震
災
後
の
考
え
方
で
、

財
政
調
整
基
金
は
緊
急
時
、

市
民
の
安
全
安
心
を
確
保
す

る
た
め
に
も
あ
る
程
度
の
額

は
必
要
。
市
の
借
金
も
、
毎

年
全
体
で
５
億
円
ほ
ど
減
っ

て
い
る
状
況
。
金
利
負
担
の

少
な
い
時
期
も
あ
る
の
で
臨

時
財
政
対
策
債
を
増
額
し
た
。

問　

消
防
団
員
の
共
済
負
担

金
が
大
き
く
増
え
て
い
る
が
。

答　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る

消
防
団
員
の
死
者
、
行
方
不

明
者
の
ほ
と
ん
ど
が
公
務
中

で
あ
り
、
平
成
23
年
度
に
限

り
公
務
災
害
補
償
の
確
実
な

実
施
を
確
保
す
る
こ
と
に
よ

る
掛
け
金
の
増
額
。

◎
米
軍
普
天
間
飛
行
場
移
設

に
関
す
る
日
米
共
同
発
表
の

見
直
し
を
求
め
る
意
見
書
を

日
本
政
府
に
提
出
す
る
こ
と

を
求
め
る
陳
情
書

意
見　

こ
の
問
題
は
安
全
保

障
に
か
か
わ
る
重
要
な
事
項

で
あ
り
、
防
衛
と
外
交
は
国

の
基
本
で
あ
る
。
国
と
国
と

の
約
束
で
あ
る
日
米
合
意
を

尊
重
し
不
採
択
と
さ
れ
た
い
。

意
見　

こ
の
陳
情
は
基
地
の

な
い
沖
縄
を
つ
く
り
た
い
と

い
う
願
い
で
あ
り
、
福
生
に

住
む
人
間
と
し
て
基
地
の
な

い
福
生
を
早
く
実
現
し
た
い

と
い
う
思
い
で
共
通
し
て
い

る
。
日
米
共
同
発
表
の
見
直

し
を
求
め
る
意
見
書
な
の
で

採
択
さ
れ
た
い
。

 

以
上
の
意
見
が
出
さ
れ
、

採
決
の
結
果
、
不
採
択
と
な

り
ま
し
た
。

　

定
例
会
の
会
期
や
本
会
議

の
議
事
日
程
、
一
般
質
問
、

議
案
、
市
民
等
か
ら
提
出
さ

れ
た
陳
情
の
取
り
扱
い
等
の

協
議
及
び
議
会
だ
よ
り
の
編

集
を
行
う
議
会
運
営
委
員
会

が
閉
会
中
も
含
め
６
回
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

市
民
厚
生
委
員
会

市
民
厚
生
委
員
会

総
務
文
教
委
員
会

総
務
文
教
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会
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く
て
も
一緒
に
過
ご
す
こ
と
で
、

心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
が
実
現
し

て
い
ま
し
た
。

②
松
本
市
で
は
、平
成
9
年
か

ら
、信
州
大
学
と
の
共
同
事
業

と
し
て
、「
熟
年
体
育
大
学
」

を
実
施
、市
民
が
生
涯
健
康

で
過
ご
せ
る
よ
う
に
日
頃
の
生

活
習
慣
を
見
直
し
、運
動
の
大

切
さ
を
学
ぶ
機
会
を
提
供
し

て
い
ま
す
。日
頃
、運
動
の
機

会
が
少
な
か
っ
た
方
に
、運
動

の
キ
ッ
カ
ケ
づ
く
り
を
提
供
す

る
こ
と
で
、受
講
者
の
血
圧
等

の
数
値
が
改
善
、卒
業
生
の
自

発
的
活
動
も
広
が
っ
て
い
ま
し

た
。視
察
を
通
し
て「
市
民
の

健
康
寿
命
を
伸
ば
す
取
り
組

み
」の
先
進
事
例
を
確
認
、具

体
的
な
事
業
の
あ
り
方
を
学

び
ま
し
た
。

視
察
目
的　

①
聖
籠
中
学
校

の
特
色
あ
る
取
り
組
み
に
つ
い

て②
長
岡
市
の
防
災
行
政
に
つい

て視
察
先　

①
新
潟
県
聖
籠
町

②
新
潟
県
長
岡
市

視
察
日　

平
成
23
年
10
月
24

日（
月
）〜
25
日（
火
）

と
市
街
地
の
賑
い
の
復
活
を

目
的
と
し
、平
成
15
年
か
ら
始

ま
っ
た
事
業
で
す
。

②
中
心
市
街
地
の
高
齢
化
や

商
業
の
衰
退
に
対
処
す
る
た

め
、都
市
機
能
の
中
心
市
街
地

へ
の
集
約
を
基
本
に
、平
成
13

年
に
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
を
策
定
し
、コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
の
構
想
を
確
立
し
ま
し

た
。具
体
的
に
は
、都
市
計
画

の
見
直
し
、病
院・教
育・研
究

施
設
の
中
心
市
街
地
内
で
の

整
備・移
転
、鶴
岡
城
跡
を
中

心
と
す
る
建
物
の
高
さ
制
限

の
導
入
な
ど
で
す
。

　

今
回
の
両
視
察
地
の
事
業

は
、一定
の
成
果
を
あ
げ
て
い
ま

す
が
、時
代
の
変
化
の
中
、中

心
市
街
地
や
商
店
街
の
活
性

化
の
難
し
さ
を
改
め
て
感
じ

た
視
察
で
し
た
。

視
察
目
的　

①
富
山
型
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
に
つい
て

②
松
本
市
熟
年
体
育
大
学
に

つい
て

視
察
先　

①
富
山
県
富
山
市

②
長
野
県
松
本
市

視
察
日　

平
成
23
年
10
月
18

日（
火
）〜
19
日（
水
）

①
富
山
市
で
は
通
所
介
護
事

業
所
等
で
、在
宅
障
害
者

（
児
）が
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
な
っ
て
い
ま
す
。

小
規
模
の
事
業
所
が
身
近
に

あ
る
こ
と
の
利
便
性
に
加
え
、

「
お
年
寄
り
」「
障
が
い
者
」

「
子
ど
も
」と
仕
切
る
の
で
は

な
く
、障
が
い
が
あ
っ
て
も
な

　

福
生
市
議
会
で
は
、
全
国

の
市
町
村
の
特
色
あ
る
施
策

を
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の

参
考
に
す
る
た
め
委
員
会
等

の
視
察
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
3
常
任
委
員
会

が
先
進
地
の
視
察
を
行
い
ま

し
た
。

※
行
政
視
察
報
告
書
の
本
文

を
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

視
察
目
的　

①
歩
く
旅
の
ま

ち
づ
く
り
事
業
及
び
た
ま
り

駅
事
業
に
つい
て

②
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
計
画

と
実
践
に
つい
て

視
察
先
①
新
潟
県
新
発
田
市

②
山
形
県
鶴
岡
市

視
察
日　

平
成
23
年
10
月
4

日(

火)

〜
5
日(

水)

①
市
街
地
に
点
在
す
る
歴
史

資
源
や
観
光
資
源
を
体
系
的

に
統
合
し
、商
店
街
と
観
光

施
設
を
結
ぶ
お
休
み
処「
た
ま

り
駅
」を
設
け
、歩
く
旅
の

ル
ー
ト
を
設
定
す
る
こ
と
で
回

遊
性
を
高
め
、観
光
客
の
増
加

編
集

後
記

　

平
成
23
年
最
後
の
定
例
会

が
12
月
16
日
に
閉
会
と
な
り

ま
し
た
。
今
定
例
会
で
は
19

名
の
議
員
（
議
長
を
除
く
全

員
）
が
一
般
質
問
を
行
い
ま

し
た
。
議
員
は
6
万
市
民
か

ら
の
負
託
を
受
け
議
会
で
発

言
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
中
で
も
一
般
質
問
は
ど
の

よ
う
な
行
政
課
題
に
対
し
て

も
市
長
や
教
育
長
に
質
問
し
、

要
望
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

市
民
目
線
に
立
っ
た
質
問
を

心
が
け
て
い
ま
す
が
、
そ
の

た
め
の
準
備
も
大
変
で
す
。

閉
会
中
で
あ
っ
て
も
調
査
・

研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

◆
第
３
次
議
会
改
革
も
検
討

が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
全

議
員
で
構
成
す
る
検
討
協
議

会
を
閉
会
中
も
開
催
し
、
で

き
る
こ
と
は
す
ぐ
に
で
も
実

行
に
移
し
ま
す
◆
市
議
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
こ
と
か

ら
行
政
視
察
報
告
書
を
載
せ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
昨

年
10
月
に
各
常
任
委
員
会
で

行
政
視
察
を
行
い
ま
し
た
が

そ
の
報
告
書
か
ら
対
象
に
な

り
、
議
長
交
際
費
と
と
も
に

公
表
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ

ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
こ
の
冬
、
皆
既
月
食
、
ふ

た
ご
座
流
星
群
な
ど
天
体

シ
ョ
ー
も
体
験
し
ま
し
た
。

自
然
の
力
に
は
及
び
ま
せ
ん

が
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
分
か

り
や
す
い
議
会
を
目
指
し
て

頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

建
設
環
境
委
員
会

市
民
厚
生
委
員
会

市
民
厚
生
委
員
会

総
務
文
教
委
員
会

総
務
文
教
委
員
会

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

特
別
委
員
会

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

特
別
委
員
会

横
田
基
地
対
策

特
別
委
員
会

横
田
基
地
対
策

　
　
　

特
別
委
員
会
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12
月
9
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

◎
こ
の
間
の
福
生
市
の
取
り

組
み
に
つ
い
て

　

は
じ
め
に
、前
回
の
委
員
会

以
降
、市
と
し
て
取
り
組
ん
で

き
た
こ
と
に
つ
い
て
理
事
者
か

ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

①
自
主
防
災
組
織
マ
ニュ
ア
ル

案
を
再
検
討
し
ま
し
た
。

②
シ
ナ
リ
オ
の
な
い
防
災
訓
練

に
つ
い
て
消
防
署
と
協
議
し
ま

し
た
。

③
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し

に
向
け
て
庁
内
に
ワ
ー
キ
ン
グ

チ
ー
ム
を
作
り
ま
し
た
。

④
公
民
館
の
集
い
で
、防
災
対

策
に
つい
て
市
民
と
意
見
交
換

し
ま
し
た
。

◎
自
主
防
災
組
織
の
充
実
・

強
化
に
つ
い
て

　

前
回
の
委
員
会
に
引
き
続

き
、福
生
市
に
お
い
て
最
も
想

定
さ
れ
る
大
地
震
に
よ
る
災

害
に
し
ぼ
り
、重
要
な
役
割
が

期
待
さ
れ
る
自
主
防
災
組
織

に
つ
い
て
、具
体
的
に
状
況
を

想
定
し
、災
害
発
生
1
日
目

を
シ
ミ
ュレ
ー
シ
ョン
し
な
が
ら

検
討
し
ま
し
た
。

①
地
域
医
療
機
関
と
の
連
携

②
自
助・公
助
の
情
報
を
ど
う

作
り
伝
達
す
る
か

③
自
助

避
難・救
助・消
火・家
族
の
安

否
確
認・非
常
持
ち
出
し

④
共
助

ご
近
所
救
助
・
要
援
護
者
介

助・ご
近
所
の
安
否
確
認

⑤
各
自
主
防
災
組
織

安
否
確
認
・
連
絡
・
調
達
・
救

護・避
難
所
の
台
所・一
時
避
難

場
所
へ
避
難
ま
た
は
代
表
派

遣（
情
報
、食
料
）

⑥
災
害
用
備
蓄
倉
庫
や
自
主

防
災
倉
庫
の
管
理

⑦
避
難
所
の
運
営

　

次
回
は
、自
主
防
災
組
織

に
つ
い
て
、さ
ら
に
災
害
発
生

２
日
目
、３
日
目
を
シ
ミ
ュレ
ー

シ
ョン
し
な
が
ら
検
討
し
ま
す
。

　

12
月
9
日
に
開
催
さ
れ
、次

の
案
件
を
討
議
し
ま
し
た
。

◎
東
京
都
が
実
施
し
た
航
空

機
騒
音
調
査
結
果
に
つ
い
て

　

こ
の
調
査
結
果
は
平
成
22

年
度
の
調
査
結
果
で
あ
り
、直

近
の
数
値
は
出
な
い
の
か
等
の

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。福
生

市
の
測
定
数
値
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
公
開
し
て
い
る
が
、そ
の

資
料
も
提
示
し
て
欲
し
い
と

の
要
望
が
あ
り
、次
回
の
委
員

会
で
説
明
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

常
任
委
員
会 

行
政
視
察
報
告

①
聖
籠
中
学
校
は
、学
校
統

合
を
き
っ
か
け
に
、教
科
ご
と

に
教
室
を
移
る「
教
科
セ
ン

タ
ー
方
式
」の
採
用
と
と
も
に
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
推
進
を
ス
ク
ー

ル
オ
ー
プ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い

う
形
で
実
現
を
図
っ
た
。教
科

セ
ン
タ
ー
方
式
で
は
教
員
は
必

要
な
資
機
材
を
移
動
さ
せ
る

こ
と
が
な
く
、ま
た
隣
接
す
る

ス
ペ
ー
ス
に
は
関
連
図
書
、イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
可
能
な
パ

ソ
コ
ン
も
用
意
さ
れ
て
お
り
効

果
的
な
学
習
を
図
る
こ
と
が

可
能
と
な
って
い
る
。

②
長
岡
市
の
防
災
対
策
は
、新

潟
中
越
地
震
を
は
じ
め
、水
害
、

雪
害
等
の
被
害
を
受
け
ら
れ

て
い
る
長
岡
市
で
は
、各
種
災

害
対
応
の
マ
ニュ
ア
ル
を
作
成

す
る
と
と
も
に
、市
民
向
け
に

は
災
害
ご
と
に
分
冊
化
す
る

な
ど
、非
常
に
参
考
と
な
る
対

応
が
さ
れ
て
い
る
。併
せ
て
、中

越
市
民
防
災
安
全
大
学
を
開

校
し
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー

を
多
く
つ
く
る
こ
と
な
ど
、災

害
発
生
直
後

の
時
間
帯
で

の
対
応
が
大

変
重
要
で
あ

る
こ
と
を
学

び
ま
し
た
。

特
別
委
員
会
活
動
か
ら
…

特
別
委
員
会
活
動
か
ら
…

◎
５
市
１
町
に
よ
る
総
合
要

請
に
つ
い
て

　
「
横
田
基
地
周
辺
市
町
基

地
対
策
連
絡
会
」の
5
市
1

町
に
よ
る
総
合
要
請
の
内
容

に
つい
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

◎
航
空
総
隊
司
令
部
等
の
移

駐
状
況
に
つ
い
て

　

移
駐
関
連
工
事
に
つい
て
は
、

隊
舎
・
将
官
宿
舎
が
今
年
度

中
の
完
成
、通
信
線
路
整
備
工

事
は
24
年
6
月
完
成
予
定
と

の
こ
と
で
す
。隊
員
の
移
転
は

順
次
実
施
さ
れ
て
お
り
、今
年

度
中
に
完
了
す
る
予
定
と
の

こ
と
で
す
。

◎
横
田
基
地
に
関
す
る
事
件
、

事
故
等
に
つ
い
て

　

10
月
27
日
に
調
布
飛
行
場

に
予
防
着
陸
し
た
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
は
、飛
行
中
に
警
告
ラ
ン

プ
が
点
灯
し
た
た
め
、安
全
を

第
一に
考
え
て
の
着
陸
だ
っ
た

と
の
こ
と
で
す
。

　

基
地
内
に
保
管
さ
れ
て
い

る
放
射
性
廃
棄
物
質
に
つい
て
、

横
田
基
地
消
防
隊
所
属
の
消

防
車
が
福
島
県
Ｊ
ビ
レ
ッ
ジ
に

保
管
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
全
国

の
米
軍
基
地
で
の
保
管
状
況

の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

◎
特
定
防
衛
施
設
周
辺
整
備

調
整
交
付
金
に
つ
い
て

　

平
成
23
年
度
の
交
付
額
が

確
定
し
、金
額
は
3
億
6
0

7
4
万
4
千
円
で
、前
年
度

と
の
比
較
で
は
7
3
8
1
万

2
千
円
の
増
額
と
な
り
ま
す
。

▲鶴岡市を視察

▲松本市を視察

▲長岡市を視察

▲自衛隊横田基地のメインゲート（第5ゲート）
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